
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  一次側巻線に給電クロックが入力され、

複数の二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給

する整流回路が各別に接続された電源トランスと、前記

入力回路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トラ

ンスを備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記

給電クロックに同期して断続し、前記信号トランスの一

次側巻線に入力する変調回路で構成するとともに、前記

出力回路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を直

列接続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号ト

ランスの二次側巻線の他端を第一スイッチ回路を介して

前記直列接続されたコンデンサの一端に接続するととも

に、第二スイッチ回路を介して前記直列接続されたコン

デンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整流回

路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの立ち

上がりエッジに同期させて開閉作動する第一タイミング

回路と、前記第二スイッチ回路を前記給電クロックの立

ち下がりエッジに同期させて開閉作動する第二タイミン

グ回路とを備え、前記信号トランスの二次側巻線からの

出力信号を前記給電クロックに同期して復調する復調回

路で構成してあるトランス結合型のアイソレーション回

路であって、

前記電源トランスに、前記入力回路に電力を供給する整

流回路が各別に接続された複数の二次巻線を設けてある

アイソレーション回路。

【請求項２】  一次側巻線に給電クロックが入力され、

一対の二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給

する整流回路が各別に接続された電源トランスと、前記

入力回路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トラ

ンスを備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記
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給電クロックに同期して断続し、前記信号トランスの一

次側巻線に入力する変調回路で構成するとともに、前記

出力回路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、

直列接続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号

トランスの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介

して前記直列接続されたコンデンサの一端に接続すると

ともに、第二スイッチ回路を介して前記直列接続された

コンデンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整

流回路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの

立ち上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する

第一タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給

電クロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて

開閉作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号ト

ランスの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロック

に同期して復調する復調回路で構成してあるトランス結

合型のアイソレーション回路を少なくとも一対設けて、

一方の電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二

次側巻線を備え、他方の電源トランスに一次側給電クロ

ックと逆極性の二次側巻線を備え、前記出力回路に電力

を供給する整流回路を、それら正逆極性の二次側巻線で

得られる交流電圧から正負の直流電圧を生成する単一の

全波整流回路で構成してあるアイソレーション回路。

【請求項３】  一次側巻線に給電クロックが入力され、

一対の二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給

する整流回路が各別に接続された電源トランスと、前記

入力回路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トラ

ンスを備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記

給電クロックに同期して断続し、前記信号トランスの一

次側巻線に入力する変調回路で構成するとともに、前記

出力回路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、

直列接続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号

トランスの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介

して前記直列接続されたコンデンサの一端に接続すると

ともに、第二スイッチ回路を介して前記直列接続された

コンデンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整

流回路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの

立ち上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する

第一タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給

電クロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて

開閉作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号ト

ランスの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロック

に同期して復調する復調回路で構成してあるトランス結

合型のアイソレーション回路を少なくとも一対設けて、

一方の電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二

次側巻線を備え、他方の電源トランスに一次側給電クロ

ックと逆極性の二次側巻線を備え、前記正極性の二次側

巻線の出力を前記第一タイミング回路に入力し、前記逆

極性の二次側巻線の出力を前記第二タイミング回路に入

力してあるアイソレーション回路。

【請求項４】  一次側巻線に給電クロックが入力され、

一対の二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給

する整流回路が各別に接続された電源トランスと、前記

入力回路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トラ

ンスを備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記

給電クロックに同期して断続し、前記信号トランスの一

次側巻線に入力する変調回路で構成するとともに、前記

出力回路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、

直列接続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号

トランスの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介

して前記直列接続されたコンデンサの一端に接続すると

ともに、第二スイッチ回路を介して前記直列接続された

コンデンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整

流回路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの

立ち上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する

第一タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給

電クロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて

開閉作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号ト

ランスの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロック

に同期して復調する復調回路で構成してあるトランス結

合型のアイソレーション回路を少なくとも一対設けて、

一方の電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二

次側巻線を備え、他方の電源トランスに一次側給電クロ

ックと逆極性の二次側巻線を備え、前記出力回路に電力

を供給する整流回路を、それら正逆極性の二次側巻線で

得られる交流電圧から正負の直流電圧を生成する単一の

全波整流回路で構成するとともに、前記正極性の二次側

巻線の出力を前記一対の第一タイミング回路に入力し、

前記逆極性の二次側巻線の出力を前記一対の第二タイミ

ング回路に入力してあるアイソレーション回路。

【請求項５】  一次側巻線に給電クロックが入力され、

一対の二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給

する整流回路が各別に接続された電源トランスと、前記

入力回路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トラ

ンスを備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記

給電クロックに同期して断続し、前記信号トランスの一

次側巻線に入力する変調回路で構成するとともに、前記

出力回路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、

直列接続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号

トランスの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介

して前記直列接続されたコンデンサの一端に接続すると

ともに、第二スイッチ回路を介して前記直列接続された

コンデンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整

流回路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの

立ち上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する

第一タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給

電クロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて

開閉作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号ト

ランスの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロック

に同期して復調する復調回路で構成してあるトランス結

合型のアイソレーション回路であって、
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前記電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二次

側巻線及び逆極性の二次側巻線を備え、前記出力回路に

電力を供給する整流回路を、それら正逆極性の二次側巻

線で得られる交流電圧から正負の直流電圧を生成する単

一の全波整流回路で構成するとともに、前記正極性の二

次側巻線の出力を前記第一タイミング回路に入力し、前

記逆極性の二次側巻線の出力を前記第二タイミング回路

に入力してあるアイソレーション回路。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、例えば、医療機器

等に使用され、雷等のノイズによる人体への悪影響を防

止すべく、人体側である入力側信号回路と測定器側であ

る出力側信号回路とを絶縁分離するアイソレーション回

路に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、図５に示すように、一次側巻線Ｐ

１に給電クロックが入力され、複数の二次側巻線Ｐ２，

Ｐ３に入力回路１及び出力回路２に電力を供給する整流

回路３，４が各別に接続された電源トランスＴＲ１と、

前記入力回路１と前記出力回路２とを電気的に絶縁する

巻数比１の信号トランスＴＲ２を備え、前記入力回路１

を、入力アナログ信号を前記給電クロックに同期して生

成される変調信号ａにより断続し、前記信号トランスＴ

Ｒ２の一次側巻線Ｐ４に入力する変調回路で構成すると

ともに、前記出力回路２を、前記信号トランスＴＲ２の

二次側巻線Ｐ５の一端を直列接続されたコンデンサＣ

１，Ｃ２の接続点に接続し、前記信号トランスＴＲ２の

二次側巻線Ｐ５の他端を第一スイッチ回路ＳＷ２を介し

て前記直列接続されたコンデンサＣ１，Ｃ２の一端に接

続するとともに、第二スイッチ回路ＳＷ３を介して前記

直列接続されたコンデンサＣ１，Ｃ２の他端である接地

点に接続してなる倍電圧整流回路２ａと、前記第一スイ

ッチ回路ＳＷ２を前記給電クロックの立ち上がりエッジ

に同期させて開閉作動する第一タイミング回路２ｂと、

前記第二スイッチ回路ＳＷ３を前記給電クロックの立ち

下がりエッジに同期させて開閉作動する第二タイミング

回路２ｃとを備え、前記信号トランスＴＲ２の二次側巻

線Ｐ５からの出力信号を前記給電クロックに同期して復

調する復調回路で構成してあるトランス結合型のアイソ

レーション回路を、入力チャネル毎に設けていた。ま

た、図６に示すように、通常、前記倍電圧整流回路２ａ

を作動させるために、前記第一スイッチ回路ＳＷ２を前

記給電クロックの立ち上がりエッジから所定時間遅延さ

せたタイミング信号Ｓ１で第一タイミング回路２ｂを開

成作動するように、そして、前記第二スイッチ回路ＳＷ

３を前記給電クロックの立ち下がりエッジから所定時間

遅延させたタイミング信号Ｓ２で第二タイミング回路２

ｃを開閉作動するように構成していた。ここに、スイッ

チ回路ＳＷ２，ＳＷ３を遅延させて作動させるのは、給

電クロック信号から生成される変調信号ａの立ち上がり

立ち下がりエッジにおけるサンプリングを回避するため

である。さらに、前記整流回路３，４として、単一の二

次側巻線により正負両電源を作るための半波整流回路が

使用されていた。上述の従来のアイソレーション回路の

動作を説明すると、図２に示すように、入力アナログ信

号よりも充分に高い周波数で、例えば、０－１５Ｖで数

十ｋＨｚの給電クロック信号ＣＫを電源トランスＴＲ１

の一次側巻線Ｐ１に入力し、入力回路側の二次巻線Ｐ２

から入力アナログ信号を断続する変調信号ａを取り出し

てアナログスイッチＳＷ１を作動すると、信号トランス

ＴＲ２の二次側巻線Ｐ５から出力信号Ｖ２が出力され

る。電源トランスＴＲ１の出力回路側の二次側側巻線Ｐ

３から取り出される復調信号ｂがタイミング回路２ｂ，

２ｃに入力され、それぞれ位相が１８０°ずれたタイミ

ング信号Ｓ１，Ｓ２が生成されて、スイッチ回路ＳＷ

２，ＳＷ３を作動させる。給電クロック信号ＣＫの立ち

上がり立ち下がりでノイズを含む出力回路２の出力Ｖ

３’は、フィルタ回路Ｆ、バッファアンプを通して入力

信号Ｖ１と等しい出力信号Ｖ３として出力される。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかし、入力チャネル

毎に上述のアイソレーション回路を設けると、電源トラ

ンスがチャネル数だけ必要となり回路規模が大きくなる

とともに不経済である。また、図６（イ），（ロ）に示

すように、第二タイミング回路への入力信号を、第一タ

イミング回路への入力信号である前記電源トランスの二

次側巻線出力を反転させるアナログスイッチやインバー

タ回路を介して生成していたために、回路構成が複雑化

するとともに、通常、アナログスイッチやインバータ回

路は複数素子を纏めてＩＣ化してあるために使用されな

い素子が出現して経済性に欠けるという問題があった。

さらに、前記整流回路を半波整流回路で構成せざるを得

ないために、リップル電圧が大きく電流容量を大きくで

きないという問題があった。本発明の目的は上述した従

来欠点を解消し、回路の経済性、安定性に富んだアイソ

レーション回路を提供する点にある。

【０００４】

【課題を解決するための手段】この目的を達成するた

め、本発明によるアイソレーション回路の第一の特徴構

成は、特許請求の範囲の欄の請求項１に記載した通り、

前記電源トランスに、前記入力回路に電力を供給する整

流回路が各別に接続された複数の二次巻線を設けてある

点にある。

【０００５】本発明によるアイソレーション回路の第二

の特徴構成は、特許請求の範囲の欄の請求項２に記載し

た通り、一次側巻線に給電クロックが入力され、一対の

二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給する整

流回路が各別に接続された電源トランスと、前記入力回

路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トランスを
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備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記給電ク

ロックに同期して断続し、前記信号トランスの一次側巻

線に入力する変調回路で構成するとともに、前記出力回

路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、直列接

続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号トラン

スの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介して前

記直列接続されたコンデンサの一端に接続するととも

に、第二スイッチ回路を介して前記直列接続されたコン

デンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整流回

路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの立ち

上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する第一

タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給電ク

ロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて開閉

作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号トラン

スの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロックに同

期して復調する復調回路で構成してあるトランス結合型

のアイソレーション回路を少なくとも一対設けて、一方

の電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二次側

巻線を備え、他方の電源トランスに一次側給電クロック

と逆極性の二次側巻線を備え、前記出力回路に電力を供

給する整流回路を、それら正逆極性の二次側巻線で得ら

れる交流電圧から正負の直流電圧を生成する単一の全波

整流回路で構成してある点にある。

【０００６】本発明によるアイソレーション回路の第三

の特徴構成は、特許請求の範囲の欄の請求項３に記載し

た通り、一次側巻線に給電クロックが入力され、一対の

二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給する整

流回路が各別に接続された電源トランスと、前記入力回

路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トランスを

備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記給電ク

ロックに同期して断続し、前記信号トランスの一次側巻

線に入力する変調回路で構成するとともに、前記出力回

路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、直列接

続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号トラン

スの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介して前

記直列接続されたコンデンサの一端に接続するととも

に、第二スイッチ回路を介して前記直列接続されたコン

デンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整流回

路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの立ち

上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する第一

タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給電ク

ロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて開閉

作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号トラン

スの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロックに同

期して復調する復調回路で構成してあるトランス結合型

のアイソレーション回路を少なくとも一対設けて、一方

の電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二次側

巻線を備え、他方の電源トランスに一次側給電クロック

と逆極性の二次側巻線を備え、前記正極性の二次側巻線

の出力を前記第一タイミング回路に入力し、前記逆極性

の二次側巻線の出力を前記第二タイミング回路に入力し

てある点にある。

【０００７】本発明によるアイソレーション回路の第四

の特徴構成は、特許請求の範囲の欄の請求項４に記載し

た通り、一次側巻線に給電クロックが入力され、一対の

二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給する整

流回路が各別に接続された電源トランスと、前記入力回

路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トランスを

備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記給電ク

ロックに同期して断続し、前記信号トランスの一次側巻

線に入力する変調回路で構成するとともに、前記出力回

路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、直列接

続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号トラン

スの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介して前

記直列接続されたコンデンサの一端に接続するととも

に、第二スイッチ回路を介して前記直列接続されたコン

デンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整流回

路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの立ち

上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する第一

タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給電ク

ロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて開閉

作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号トラン

スの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロックに同

期して復調する復調回路で構成してあるトランス結合型

のアイソレーション回路を少なくとも一対設けて、一方

の電源トランスに一次側給電クロックと正極性の二次側

巻線を備え、他方の電源トランスに一次側給電クロック

と逆極性の二次側巻線を備え、前記出力回路に電力を供

給する整流回路を、それら正逆極性の二次側巻線で得ら

れる交流電圧から正負の直流電圧を生成する単一の全波

整流回路で構成するとともに、前記正極性の二次側巻線

の出力を前記一対の第一タイミング回路に入力し、前記

逆極性の二次側巻線の出力を前記一対の第二タイミング

回路に入力してある点にある。

【０００８】本発明によるアイソレーション回路の第五

の特徴構成は、特許請求の範囲の欄の請求項５に記載し

た通り、一次側巻線に給電クロックが入力され、一対の

二次側巻線に入力回路及び出力回路に電力を供給する整

流回路が各別に接続された電源トランスと、前記入力回

路と前記出力回路とを電気的に絶縁する信号トランスを

備え、前記入力回路を、入力アナログ信号を前記給電ク

ロックに同期して断続し、前記信号トランスの一次側巻

線に入力する変調回路で構成するとともに、前記出力回

路を、前記信号トランスの二次側巻線の一端を、直列接

続されたコンデンサの接続点に接続し、前記信号トラン

スの二次側巻線の他端を、第一スイッチ回路を介して前

記直列接続されたコンデンサの一端に接続するととも

に、第二スイッチ回路を介して前記直列接続されたコン

デンサの他端である接地点に接続してなる倍電圧整流回

路と、前記第一スイッチ回路を前記給電クロックの立ち
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上がりエッジから所定時間遅延させて開閉作動する第一

タイミング回路と、前記第二スイッチ回路を前記給電ク

ロックの立ち下がりエッジから所定時間遅延させて開閉

作動する第二タイミング回路とを備え、前記信号トラン

スの二次側巻線からの出力信号を前記給電クロックに同

期して復調する復調回路で構成してあるトランス結合型

のアイソレーション回路であって、前記電源トランスに

一次側給電クロックと正極性の二次側巻線及び逆極性の

二次側巻線を備え、前記出力回路に電力を供給する整流

回路を、それら正逆極性の二次側巻線で得られる交流電

圧から正負の直流電圧を生成する単一の全波整流回路で

構成するとともに、前記正極性の二次側巻線の出力を前

記第一タイミング回路に入力し、前記逆極性の二次側巻

線の出力を前記第二タイミング回路に入力してある点に

ある。

【０００９】

【発明の効果】以下にその作用及び効果を説明する。第

一の特徴構成によれば、単一の電源トランスであって

も、二次巻線の数に対応したチャネル数分の入力回路へ

の絶縁電源を供給できるので、チャネル数が増加して

も、チャネル間の絶縁を確保しながらも、回路規模を抑

制できるとともに経済性を向上させることが可能にな

る。

【００１０】第二の特徴構成によれば、出力回路側に供

給されるリップル電圧を低く抑えながらも、電流容量を

増大させることが可能になる。ここに、信号トランスの

出力回路側ではチャネル間絶縁の必要がないために、共

通電源で動作可能となる。

【００１１】第三の特徴構成によれば、少なくとも２チ

ャネルの入力信号に対して絶縁分離しながらも、第二タ

イミング回路への入力信号を、第一タイミング回路への

入力信号である前記電源トランスの二次側巻線出力を反

転させるアナログスイッチやインバータ回路を介して生

成せずとも、逆極性の二次側巻線の出力を前記第二タイ

ミング回路に直接入力すればよいので、回路構成を単純

化して経済性を確保することができるようになる。

【００１２】第四の特徴構成によれば、上述した第二の

特徴構成及び第三の特徴構成による作用効果をともに奏

することが可能となり、複数チャネルの入力信号を絶縁

分離する際に、より回路の安定性と経済性を確保するこ

とが可能になる。

【００１３】第五の特徴構成によれば、単一チャネルの

入力信号を絶縁分離する際に、より回路の安定性を確保

することができるとともに、一定の経済性を確保するこ

とが可能になる。

【００１４】

【発明の実施の形態】以下、本発明に係るアイソレーシ

ョン回路の実施の形態を説明する。ここに、上述した従

来のアイソレーション回路と同一の回路ブロックについ

ては、同一の符号で示し、その動作は省略してある。

【００１５】図１に示すように、一対の電源トランスＴ

Ｒ１，ＴＲ１’及び信号トランスＴＲ２，ＴＲ２’に、

一対の入力回路１，１’及びその入力回路１，１’に電

力を供給する整流回路３，３’を各別に接続するととも

に、一対の出力回路２，２’及びその出力回路２，２’

に電力を供給する整流回路４，４’を各別に接続して、

２チャネルのアナログ信号入力を絶縁分離するアイソレ

ーション回路を構成してある。各電源トランスＴＲ１，

ＴＲ１’に同一ソースから給電クロックを供給し、一方

の電源トランスＴＲ１に給電クロックと正極性の二次側

巻線Ｐ３を備え、他方の電源トランスＴＲ１’に一次側

給電クロックと逆極性の二次側巻線Ｐ３’を備えてあ

り、前記正極性の二次側巻線Ｐ３の出力を単一の第一タ

イミング回路２ｂに入力し、前記逆極性の二次側巻線Ｐ

３’の出力を単一の第二タイミング回路に入力してあ

る。前記第一タイミング回路２ｂのタイミング信号出力

Ｓ１により前記出力回路２，２’を構成する倍電圧整流

回路２ａ，２ａ’の第一スイッチ回路ＳＷ２，ＳＷ２’

を作動させ、前記第二タイミング回路２ｃのタイミング

信号出力Ｓ２により前記倍電圧整流回路２ａ，２ａ’の

第二スイッチ回路ＳＷ３，ＳＷ３’を作動させる。従っ

て、２チャネルの入力信号に対して絶縁分離しながら

も、第二タイミング回路への入力信号を、第一タイミン

グ回路への入力信号である前記電源トランスの二次側巻

線出力を反転させるアナログスイッチやインバータ回路

を介して生成することなく、しかも、単一のタイミング

回路２ｂ，２ｃで構成可能となり、回路構成を単純化し

て経済性を確保することが可能になる。ここに、上述の

アイソレーション回路は２チャネルの入力信号に対応す

るものを説明したが、一般には２Ｎ（Ｎは正整数）チャ

ネルのアイソレーション回路に適用できる。

【００１６】上述した一対のアイソレーション回路に、

さらに、図３に示すように、出力回路２に供給する整流

回路４として、それら正逆極性の二次側巻線Ｐ３，Ｐ

３’で得られる交流電圧から正負の直流電圧を生成する

ダイオードブリッジで構成される単一の全波整流回路４

０で構成し、その出力電力を２チャネルの出力回路２，

２’に供給するように構成してもよい。これにより、リ

ップル電圧を低く抑えながらも、電流容量を増大させる

ことが可能になり、一対の出力回路２，２’側に安定供

給することが可能になる。ここに、信号トランスＴＲ

２，ＴＲ２’の出力回路２，２’側ではチャネル間絶縁

の必要がないために、共通電源で動作可能となる。

【００１７】上述した一対のアイソレーション回路で

は、単一のタイミング回路２ｂ，２ｃ、及び、単一の全

波整流回路４０を備えて構成したものを説明したが、単

一のタイミング回路２ｂ，２ｃと単一の全波整流回路４

０のいずれか一方を備えるものであってもよい。

【００１８】上述した構成以外に、単一のアイソレーシ

ョン回路において、電源トランスＴＲ１に正逆極性の一
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対の二次側巻線Ｐ３，Ｐ３’’を設けて、その二次側巻

線Ｐ３，Ｐ３’’を直列接続して上述したダイオードブ

リッジで構成される全波整流回路４０を構成して、それ

ぞれの二次側巻線Ｐ３，Ｐ３’’の出力を前記タイミン

グ回路２ｂ，２ｃへの入力信号としてもよい。

【００１９】図４に示すように、前記電源トランスＴＲ

１に、前記入力回路１に電力を供給する一対の整流回路

３，３’が各別に接続された一対の二次巻線Ｐ２，Ｐ

２’を設けてアイソレーション回路の電源部を構成すれ

ば、電源トランスを削減でき経済性に富むものとなる。

ここに、給電クロックの容量によるが、二次巻線Ｐ２，

Ｐ２’の数は２チャネルに限定するものではない。

【図面の簡単な説明】

【図１】アイソレーション回路のブロック構成図

【図２】アイソレーション回路の動作を説明するタイミ

ングチャート

【図３】アイソレーション回路の要部の回路図

【図４】アイソレーション回路の要部のブロック構成図

【図５】従来のアイソレーション回路の回路図

【図６】従来のアイソレーション回路の要部の回路図

【符号の説明】

ＴＲ１  電源トランス

ＴＲ２  信号トランス

１      入力回路（変調回路）

２      出力回路（復調回路）

２ａ    倍電圧整流回路

２ｂ    第一タイミング回路

２ｃ    第二タイミング回路

３，４  整流回路

ＳＷ１  第一スイッチ回路

ＳＷ２  第二スイッチ回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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【図６】


